その、耳をつんざくようなものすごい音がしたのは、ようやく冒険の話を終え、ベットに
入ってまどろみかけた頃だった。そのまま無視していたかったけど、ママとトレーシーに起
こされ、寝ぼけまなこでリビングに降りる。
「誰かがドアを叩いているみたいなのよ。ネス」と、ママが言えば、トレーシーも「なんだ
か下品な叩きかたねえ……」と眉を寄せる。
ん……?なんだか、このシチュエーションって……?ぼくは、いやな予感にとらわれ
ながら、ドアを開けた。と-。
家の中に飛びこんできたのは、ポーキー……の弟のピッキーだった。手に何やら手紙のよ
うなものを握っている。
「これ、ポーキー兄ちゃんから預かったんだ。ネスに渡してくれって……」
ぼくは、さっそく手紙を開いて読んでみた。すると中から、こんな文章が!
『やい、ネス!これで勝ったと思うなよ。俺は、もっとすごいこと考えてんだ。またいつ
か会おうぜ。ただし、味方同士としてではないけどな〓』
いったい、どういうこと?そういえば、ギーグを倒した後、「シーユーアゲイン」って言
ってたけど……ポーキーは、何を考えているんだ〓
なんだかぼく、すごくいやな予感がする……。どうしよう、ママ〓
THEEND

